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クブン，クレソンによる N， P 除去能を明らかにしている。
















処理試験から，接触材の種類と設置方法および処理水温K関係なく，約 8 8 猪の高い TOC除去率が得
られ，また T-N容積負荷量が高くなるにつれて T-N容積除去速度も高くなる乙とを明らかにすると
ともに，夏期と冬期の処理成績から，四季運転が可能であることを検証している。
(2) 水路型自然表面曝気槽におけるティラピアは，水温 230 C 以上，平行型リンク*レースを設置すると，
最もよく成育し，また曝気槽内汚泥が一定濃度では，常に最大増殖速度を示す乙とを明らかにしている。
(3) 白川砂，磯とサンゴ化石を敷き詰めた 7 段 77対書および 6段12水槽からなる多段式植物栽培槽に，夏
期にはパックブンを，また冬期にはクレソンを植え付け，水路型自然表面曝気槽処理水の連続処
理試験から，両植物による N ， P 除去量は，全除去量のそれぞれ半分以上である乙とを明らかにすると
ともに，両植物を植えかえる乙とにより四季運転が可能であることを検証している。




流入水質水量に関係なく，ほぼ 51昭/L以下であり，また水耕栽培槽への、流入 T-N濃度が 1 2.8~/ 





汚水処理と食糧生産を行うことができ，経済的かっ簡易な 2 次あるいは 3 次処理水の最終仕上げ処理およ
び農山村地域での汚水浄化法K適用でき得るもので，乙の方法に関する本論文は，学術上，実際上有効な
成果であり，水質管理工学特に下・廃水の処理技術の発展に寄与すると乙ろが極めて大きい。よって，本
論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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